
８ページ　平成１６年度
　まちの予算

１０ページ　高齢者の　
　死亡事故を考える

１３ページ　上手に！ 元気に !
　介護保険

No.647　発行＊岩手県 紫波町�

2004

ポータルサイト　 http://www.town.shiwa.iwate.jp/

特集 アンケート速報
「住民満足度」
調査結果を報告

７ページ

藤原町長に手紙で

ご意見・ご提案を



●２

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
求
め
て
、
夢

の
あ
る
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
乳
幼
児
は
一
日
の
大

半
を
保
育
園
で
過
ご
し
ま
す
。
園
児
に
と
っ
て
は
生
活

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
文
化
の
源
は
木
で
あ
り
神
社
仏
閣
も
古
来
か

ら
木
で
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
園
舎
は
心
を
育
む
遊
具

と
空
間
作
り
に
配
慮
し
、
外
壁
に
埋
め
込
ま
れ
た
鬼
瓦
、

北
側
中
央
に
は
大
き
な
丸
窓
、
廊
下
に
は
紫
波
の
山
並

み
と
四
季
を
表
現
し
た
壁
や
ベ
ン
チ
が
あ
り
ま
す
。
壁

の
随
所
に
焼
き
物
の
フ
ク
ロ
ウ
、
カ
エ
ル
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
南
側
水
飲
み
場
天
井
に
は
、
夜
空
に
美
し

く
見
ら
れ
る
北
斗
七
星
を
豆
電
球
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

遊
戯
室
に
は
、
地
元
の
新
里
新
五
郎
氏
が
滝
名
川
河

川
で
育
て
た
樹
齢
二
百
年
ほ
ど
の
南
部
ア
カ
マ
ツ
の
大

梁
七
本
が
、
す
ば
ら
し
い
造
形
美
を
醸
し
出
し
て
い
ま

す
。

　

玄
関
ホ
ー
ル
の
腰
壁
、
手
洗
い
場
の
壁
、
ト
イ
レ
の
壁

は
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
張
り
方
と
色
使
い
が
リ
ズ
ム
感

を
出
せ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

虹
の
保
育
園
は
、
園
児
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
く
過
ご

せ
る
多
く
の
仕
掛
け
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
創
造
力
豊

か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

建
築
に
当
た
っ
て
は
、
上
平
沢
小
学
校
と
同
じ
く
、

町
内
産
木
材
の
活
用
と
技
術
の
伝
承
を
目
指
し
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
を
可
能
な
限
り
生
か
し
て
く
だ
さ
っ

た
設
計
担
当
者
並
び
に
工
事
関
係
者
の
労
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
地
区
民
に
末
永
く
愛
さ
れ
る

保
育
園
と
な
る
よ
う
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
藤
原　

孝
）

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

　
　
　
　

虹
の
保
育
園
の
仕
掛
け

紫波町�
安心の食プラザ�

紫あ波せ本舗�紫あ波せ本舗�紫あ波せ本舗�紫あ波せ本舗�
し●あ●わ●せ●ほ●ん●ぽ�

5/22�
10:00

問合せ�
（有）紫波フルーツパーク�
1６７６-５３０１�

 JR紫波中央駅の待合所が�
町の観光案内と特産品販売の情報発信基地に�

オープンに合わせイベントも開催。
日替わりでお得な商品も多数ご用
意します。�
�
●５月２２日（土）　朝１０時●�
オープニングセレモニー�
紫波ひめ隊つきたてもち振る舞い�
�
●館内のご案内�
取扱商品　地元の野菜、果物、加工品、工芸品�
特産品交流コーナー　�
　県内各地の市町村自慢の商品を展示販売�
数量限定！ 駅弁コーナー　紫あ波せ弁当、�
　九戸政実弁当など�

6/12

問合せ�
野村胡堂・あらえびす記念館�
　　　　　　　1６７６-６８９６�

●６月１２日（土）、午後３時３０分～●�
　野村胡堂・あらえびす記念館特設ステージで
開催。陸前高田市出身の村上さんからどんな
話が飛び出すかお楽しみ！�
　また午後２時前後には「銭形平次アピールイ

ベント」をなんバザホールと習町車置処で開催。
村上弘明さんが日詰商店街にやって来ます。�
�
※トークショーは入場無料ですが、７００人を超える場合入場
制限することがあります。雨天時は彦部小学校体育館。�
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0

500

10代� 20代� 30代� 40代� 50代� 60代� 70代�80代以上�無回答�

1000

1500

2000

2500
（人）�

16人�

386人�

1,171人�

1,779人�

2,086人�

3,941人�

1,382人�

733人�

137人�

777人�

年齢別�
回答者数�

男女別�
回答者数�

男性�

3,442人�
女性�

1,084人�
無回答�

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
内
容
と

　
　

回
答
状
況
に
つ
い
て

　

総
合
計
画
基
本
計
画
の
体
系
に
基
づ

い
た
五
十
八
項
目
に
つ
い
て
満
足
度
と

重
要
度
を
一
〇
点
満
点
で
評
価
し
て
い

た
だ
く
方
法
で
全
世
帯
を
対
象
に
行
い
、

八
千
四
百
六
十
七
件
（
回
収
率
八
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
）の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
集
計
結
果
の
主
な
部
分
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
地
区
別
や
年
代

別
に
よ
る
詳
細
な
分
析
を
行
う
こ
と
で

き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
が
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
か
を
図
る
指
標
の
一
つ
と
し
て
、

昨
年
十
二
月
に
「
住
民
満
足
度
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
速
報
と
し
て
、
調
査
結
果
の

全
体
像
を
お
伝
え
し
ま
す
。
今
後
、
さ

ら
に
詳
し
い
分
析
を
行
い
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お知らせします�

住民満足度�
調査結果�

お知らせします�

住民満足度�
調査結果�

お知らせします�

住民満足度�
調査結果�

特集�
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グ
ラ
フ
で
見
る
項
目
別

「
満
足
度
」

「
重
要
度
」

■
項
目
別
満
足
度
の
平
均
は
６
・
４
点
、

　

総
合
満
足
度
は
５
・
９
点

　

五
点
以
下
が
不
満
足
、
六
点
以
上
が
満
足
の
範
囲
で
す
。
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
結
果
は
合
格
圏
内
で
す
が
、
こ
れ
を
基
準
点

と
し
て
今
後
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

4.00�
ポイント�

5.00�
ポイント�

6.00�
ポイント�

7.00�
ポイント�

8.00�
ポイント�

1
位�

上
水
道�

2
位�

消
防
・
救
急
活
動�

3
位�

学
校
給
食�

4
位�

日
詰
西
地
区
開
発�

5
位�

有
機
、無
機
資
源�

6
位�

町
民
保
健�

7
位�

環
境
保
全�

8
位�

学
校
保
健
・
安
全�

9
位�

住
宅�

10
位�

広
聴
・
広
報�

6.47�
ポイント�

6.28�
ポイント�6.23�

ポイント�
6.23�
ポイント�

6.22�
ポイント�

6.20�
ポイント�

6.19�
ポイント�

6.01�
ポイント�

5.99�
ポイント�

5.98�
ポイント�5.90�

ポイント�

7.60�
ポイント�

7.41�
ポイント�

7.22�
ポイント�

6.15�
ポイント�

7.67�
ポイント�

7.46�
ポイント�

7.09�
ポイント�

7.22�
ポイント�

6.71�
ポイント�

6.92�
ポイント�

満足度が�
高かった�
10項目�

重要度�
数字が高いほど�

重要と考えていることを�
表しています�

総
合
満
足
度（
平
均
）�

　

町
で
は
、
平
成
十
三
年
三
月
に
、「
ひ
と
・
こ
こ
ろ
・
い

の
ち
の
和
で
育
む
豊
か
な
未
来
」
と
し
て
、
共
生
の
ま
ち
、

協
働
の
ま
ち
、
地
元
学
の
ま
ち
、
交
流
の
ま
ち
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
紫
波
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
以

来
、
町
民
、
企
業
、
行
政
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
と
も

に
連
携
し
あ
い
な
が
ら
年
次
計
画
に
従
い
、
事
業
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
か
を
図
る
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
十

二
月
に
「
住
民
満
足
度
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
表
の
回
収
は
統
計
調
査
員
の
ご
尽
力
に
よ
り
高
い

回
収
率
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
社

会
の
変
化
や
皆
さ
ん
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。
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4.00�
ポイント�

5.00�
ポイント�

6.00�
ポイント�

7.00�
ポイント�

8.00�
ポイント�

49
位�

道
路
・
橋
梁�

50
位�

行
政
シ
ス
テ
ム�

51
位�

財
政
・
公
有
財
産�

52
位�

商
業
と
商
店
街�

53
位�

職
業
訓
練
�

54
位�

図
書
室�

55
位�

観
光�

56
位�

生
涯
学
習�

57
位�

工
業�

58
位�

除
雪�

5.46�
ポイント�

5.46�
ポイント�5.42�

ポイント�5.39�
ポイント�

5.24�
ポイント�5.19�

ポイント�
5.17�
ポイント�5.15�

ポイント�

4.82�
ポイント�

4.81�
ポイント�

7.30�
ポイント�7.21�

ポイント�
7.06�
ポイント�

7.05�
ポイント�6.98�

ポイント�6.87�
ポイント�

6.82�
ポイント�

6.98�
ポイント�

7.49�
ポイント�

7.89�
ポイント�

満足度が�
低かった�
10項目�

重要度�
数字が高いほど�

重要と考えていることを�
表しています�

■
満
足
度
ベ
ス
ト　
１０

　
「
環
境
」「
健
康
」「
住
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町

が
重
要
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
る
「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
」
や

「
元
気
は
つ
ら
つ
紫
波
計
画
」
に
対
す
る
評
価
が
含
ま
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

�
『
上
水
道
』　

水
の
安
定
供
給
、
水
質
管
理
、
給
水
区
域
の
拡

大

　

�
『
消
防
・
救
急
活
動
』　

防
火
思
想
の
啓
発
・
普
及
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
、
救
急
体
制
の
整
備

　

�
『
学
校
給
食
』　

献
立
の
工
夫
に
よ
る
地
場
産
品
の
利
用
拡
大
、

食
に
関
す
る
教
育

　

�
『
日
詰
西
地
区
開
発
』　

紫
波
中
央
駅
前
整
備

　

�
『
有
機
・
無
機
資
源
』　

ゴ
ミ
集
積
所
整
備
・
処
理
対
策
、
ゴ

ミ
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
産
業
廃
棄
物
・
し
尿
処
理　

　

�
『
町
民
保
健
』　

健
康
診
断
や
生
活
習
慣
病
予
防
活
動
、
母
子
・

成
人
・
老
人
保
健
の
推
進

　

�
『
環
境
保
全
』　

き
れ
い
な
町
づ
く
り
・
緑
化
・
自
然
保
護
の

推
進

　

�
『
学
校
保
健
・
安
全
』　

学
校
保
健
活
動
の
充
実
、
健
康
・
安

全
教
育

　

�
『
住
宅
』　

居
住
環
境
の
整
備
、
住
情
報
の
提
供

　

�
『
広
聴
・
広
報
』　

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
政
懇
談
会
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
参
加
、
町
に
意
志
を
伝
え
る
機
会
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1 ～ 1０位は４ページ参照
景観の保全と創造11 位
社会体育12 位
バス交通13 位
下水道14 位
文化財15 位
公民館16 位
防災17 位
国際交流18 位
児童福祉19 位
交通安全20 位
体育施設21 位
コミュニティ22 位
学校教育施設23 位
鉄道交通24 位
地域福祉25 位
青少年・成人教育26 位
高齢者福祉27 位
出稼ぎ対策28 位
芸術・文化29 位
就学前教育30 位
男女共同参画社会31 位
火葬場・埋葬地32 位
森林・林業33 位
農業34 位
広域行政35 位
心身障害者（児）福祉36 位
交流のまちづくり37 位
河川38 位
公害39 位
公園・緑地40 位
高度情報化41 位
勤労者福祉42 位
介護保険43 位
義務教育44 位
消費者保護45 位
町民医療46 位
防犯47 位
人事管理48 位

４９～５８位は５ページ参照

下位１０項目

出稼ぎ対策49 位
交流のまちづくり50 位
社会体育51 位
勤労者福祉52 位
文化財53 位
公民館54 位
男女共同参画社会55 位
芸術・文化56 位
国際交流57 位
日詰西地区開発58 位

上位１０項目

除雪1位
町民医療2位
防犯3位
有機、無機資源4位
介護保険5位
下水道6位
高齢者福祉7位
公害8位
上水道9位
義務教育10 位

〈町民満足度〉
グラフで

表示した以外の
１１位～４８位

〈重要度〉
上位１０項目と下位１０項目

■
満
足
度
ワ
ー
ス
ト　
１０

　

除
雪
や
雇
用
確
保
な
ど
日
常
生
活
に
密
着

し
た
課
題
や
図
書
館
な
ど
生
涯
学
習
施
設
の

整
備
に
対
す
る
期
待
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

�
『
除
雪
』　

自
宅
周
辺
や
通
勤
・
通
学
路

の
除
雪
の
状
況

　

�
『
工
業
』　

既
存
企
業
の
振
興
、
企
業
誘

致
、
労
働
力
確
保

　

�
『
生
涯
学
習
』　

学
習
機
会
・
情
報
の
提

供
、
生
涯
学
習
施
設
・
図
書
館
の
整
備

　

�
『
観
光
』　

観
光
資
源
の
魅
力
向
上
、
情

報
発
信
体
制

　

�
『
図
書
室
』　

図
書
の
充
実
と
利
用
の
促

進

　

�
『
職
業
訓
練
』　

訓
練
・
養
成
の
「
場
」

の
設
置
、
高
度
技
術
の
習
得
支
援
、
伝
統

的
技
術
の
継
承

　

�
『
商
業
と
商
店
街
』　

商
業
基
盤
の
整
備
、

空
き
店
舗
活
用
、
日
常
の
買
い
物
の
利

便
性

　

�
『
財
政
・
公
有
財
産
』　

適
正
な
公
共
施

設
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
・
手
数
料
、

負
担
金

　

�
『
行
政
シ
ス
テ
ム
』　

役
場
な
ど
の
利
用

の
し
や
す
さ
・
わ
か
り
や
す
さ
、
情
報
公

開
と
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、
事
業

の
民
間
委
託

　

�
『
道
路
・
橋
梁
』　

道
路
網
や
橋
の
整
備
・

管
理
、
街
路
事
業

■
重
要
度
ベ
ス
ト　
１０

　
「
安
全
」「
安
心
」「
快
適
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
課
題
で
す
。

　

�
『
除
雪
』　

自
宅
周
辺
や
通
勤
・
通
学
路

の
除
雪
の
状
況

　

�
『
町
民
医
療
』　

医
療
機
関
・
診
療
体
制
、

救
急
医
療
体
制
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
体
制

の
充
実

　

�
『
防
犯
』　

防
犯
活
動
組
織
の
体
制
強
化

　

�
『
下
水
道
』　

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

　

�
『
有
機
・
無
機
資
源
』　

ゴ
ミ
集
積
所
整

備
・
処
理
対
策
、
ゴ
ミ
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
、
産
業
廃
棄
物
・
し
尿
処
理　

　

�
『
介
護
保
険
』　

在
宅
介
護
支
援
、
介
護

保
険
制
度
の
適
正
運
用

　

�
『
高
齢
者
福
祉
』　

高
齢
者
福
祉
施
設
、

高
齢
者
の
自
立
と
生
き
が
い
対
策
、
介

護
予
防
対
策

　

�
『
公
害
』　

騒
音
、
振
動
、
悪
臭
等
の
対

策
、
不
法
投
棄
監
視
体
制

　

�
『
上
水
道
』　

水
の
安
定
供
給
、
推
進
管

理
、
給
水
区
域
の
拡
大

　

�
『
義
務
教
育
』　

基
礎
学
力
の
向
上
、
特

色
あ
る
学
校
経
営
、
道
徳
教
育
の
充
実
、

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

■
紫
波
町
に

　

住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か

　

六
割
の
人
が
住
み
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
転
出
し
た
い
と
い
う
回
答
は
日
詰
、

古
舘
、
赤
石
地
区
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

■
自
由
記
入
欄

　

自
由
記
入
欄
へ
の
記
入
は
千
百
四
十
五
件

あ
り
、
除
雪
、
図
書
館
、
街
灯
、
職
員
の
対
応
、

職
場
の
確
保
、
保
育
所
な
ど
に
対
す
る
意
見

が
目
立
ち
ま
し
た
。
項
目
数
が
多
い
、
記
入

の
仕
方
が
難
し
い
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法

に
対
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
皆
様
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
　
紫
波
町
に�

　
　
　
住
み
続
け
た
い
と�

　
　
　
　
　
思
い
ま
す
か�

すぐに転出したい ０.５％（44件）�
できれば転出したい�
 4.4％（377件）�

どちらでもない�
19.3％�
（1,631件）�

自分の代は住みたい�
36.8％（3,112件）�

孫の代まで�
住み続けたい�
24.8％�

（2,100件）�

無回答�
14.2％�

（1,203件）�

↑
高
い「
満
足
度
」

低
い「
満
足
度
」↓
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切手不要です。お気軽にお出しください。
　「町長への手紙」は、町政に対するご意見やご提案を気軽に出して

いただくものです。環境、教育、福祉、農業など分野は問いません。

みなさんの率直な声をお聞かせください。

　いただいたお手紙は、藤原町長が目を通したうえで、担当する部

署が対応し、お返事するとともに、住み良いまちづくりのために役

立てていきます。

〈ご利用方法〉

　　　しわネットに折り込んである用紙をお使いください。（年４

回折り込む予定です）

　　●線の通り折ると封筒になり、切手をはらずにそのまま投函で

きます。

　　●そのままファクシミリで送ってもけっこうです。

　　　私製の封筒、官製ハガキ、Ｅメールでも受け付けますので

「町長への手紙」と明記し、住所・氏名・電話番号を記入のう

え送付してください。匿名での投書はご遠慮ください。

Ｅメールアドレス　mayor@town.shiwa.iwate.jp

問合せ　情報政策室�６７２-２１１１ 内線３２３１

藤
原
町
長
に
手
紙
で

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

　
　
          
ご
提
案
を

ご覧ください！
「町長対談」が

いつでもビデオ映像で
　有線放送で毎月第１火曜の

夕方に放送されている「町長対

談」が、地区公民館などに設置

してあるキオスク端末やタッチ

パネルパソコンで見られるよう

になりました。有線放送アナウン

サーの佐藤博子さんとの対談

形式で、藤原町長が町の施策

や方針、イベントへのご案内を

します。
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平
成
十
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
ヵ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
政
府
が
、
地
方
の
命
綱
と
も
い
え
る
地
方
交

付
税
と
財
源
不
足
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
て
、

前
年
度
比
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
に
当
た
る
二
兆
九
〇
〇
〇

億
円
を
削
減
。
さ
ら
に
、
国
の
補
助
金
も
一
兆
円
削
減
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
源
移
譲
は
六
五
〇
〇
億
円
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　

国
と
地
方
財
政
の
三
位
一
体
改
革
と
は
い
う
も
の
の
、

国
の
負
担
転
嫁
が
目
立
ち
、
地
方
財
政
の
危
機
的
状
況
は

一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
も
例
外
で
は
な
く
、
一
般
会
計
当
初
予
算
は
前
年

度
比
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
緊
縮
型
と
な
り
ま
し
た
が
、
ペ

レ
ッ
ト
製
造
施
設
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
町
営
住
宅
建
設

を
盛
り
込
む
な
ど
、
環
境
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
予
算
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

歳　

入

　

町
税
・
地
方
交
付
税
は
、
合
計
六
四
億
八
一

五
七
万
三
〇
〇
〇
円
で
歳
入
全
体
の
五
八
・
六

�

を
占
め
て
お
り
、
昨
年
度
合
計
六
七
億
四
六

八
三
万
九
〇
〇
〇
円
と
比
較
す
る
と
、
二
億
六

五
二
六
万
六
〇
〇
〇
円（
三
・
九�

）の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。町
税
は
、
固
定
資
産
税
の
伸
び
に
よ

り
二
・
二�

増
、
地
方
交
付
税
は
、
七
・
九�

の

減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
譲
与
税
は
国
の
税
源
移
譲
に
よ

る
所
得
譲
与
税
の
新
設
が
あ
っ
た
も
の
、
地
方
道

路
譲
与
税
等
の
減
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一

千
五
五
〇
万
円（
四
・
三�

）の
減
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
・
県
支
出
金
は
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
保

育
所
運
営
費
負
担
金
の
一
般
財
源
化
な
ど
に
加

歳
入
・
歳
出
の
特
徴

平
成
十
六
年
度

ま
ち
の
予
算

歳　出�

合計 11,062,923千円�
（△585,893千円）�
カッコ内は前年との増減�

※このほかにグラフに�
表示できなかった歳出�
は次のとおりです。�
　●災害復旧費 1,001千円�
　　　　　 （△60,054千円） �
　●諸支出金 3千円�
　●予備費 5,000千円�
�

歳　入 �
合計 11,062,923千円�
（△585,893千円）�
カッコ内は前年との増減 �

�

地方交付税　34％�
�

    3,763,000千円�
（△324,600千円）�

普通交付税　3,663,000千円�
特別交付税　   100,000千円�

譲与税・交付金　7％�
763,200千円（56,900千円）�

分担金・負担金　2％�
231,308千円�

（△2,913千円）�

総務費　11％�
1,231,252千円（54,508千円）�

民生費　21％�
2,339,293千円�
（△166,161千円）�

衛生費　8％�
847,791千円�
（△171,591千円）�

労働費　0％�
49,406千円（△14,434千円）�

農林水産業費　10％�
1,096,196千円（△409,004千円）�

商工費　1％�
141,610千円�

（△23,883千円）�

土木費　14％�
1,505,044千円�
（150,157千円）�

消防費　4％�
429,188千円�

（△57,437千円）�

国・県支出金　10％�
1,089,345千円�

（△430,242千円）�

基金等繰入金　7％�
752,876千円�

（213,559千円）�

町債　10％�
1,129,300千円�

（△176,800千円）�

その他　5％�
615,321千円（18,869千円）�

町税　25％�
2,718,573千円（59,334千円）�

公債費　19％�
2,095,147千円�
（478,129千円）�

教育費　11％�
1,188,304千円�

（△357,355千円）�

議会費　1％�
133,688千円（△8,768千円）�

｛�

　歳入では、三位一体改革に

より、国庫支出金や地方交付

税が削減され、県支出金、町債

なども減となっています。

　歳出では、衛生費、農林水

産業費、教育費などが大幅減と

なっています。虹の保育園、ゴミ

焼却施設、えこ３センター、紫

波第三中学校屋内運動場の建

設完了などによるもので、２年

連続の減少となっています。

　平成１６年度一般会計当初予算は、総額

１１０億６２９２万３０００円で、平成１５年度当初と

比較して５億８５８９万３０００円（５.０％）の減とな

りました。

平成１６年度
一般会計当初予算の概要



●９

激
動
す
る
地
方
交
付
税　

　

一
般
財
源
は
、
ま
ち
独
自
の
裁
量
で
使
い
道
を
決
め

る
こ
と
の
で
き
る
財
源
で
す
。本
町
で
は
、
町
税
と
地

方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）
が
一
般
財
源
の
九
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。平
成
元
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

推
移
を
み
る
と
、
町
税
は
、
平
成
九
年
度
ま
で
上
昇
し

て
、
そ
の
後
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
町
税
に
比
べ
て
額
が
大
き

い
ば
か
り
で
な
く
、
変
動
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。平

成
四
年
度
ま
で
、
交
付
額
は
急
激
に
上
昇
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
二
年
間
は
減
少
に
転
じ
、
平
成
六
年
度
か
ら

平
成
十
二
年
度
の
ピ
ー
ク
ま
で
再
び
上
昇
を
続
け
て
、

そ
の
後
、
数
年
で
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。こ
れ

は
、
国
が
経
済
対
策
の
名
目
で
公
共
事
業
を
押
し
進

め
、
地
方
交
付
税
も
増
額
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
効

果
が
出
る
ど
こ
ろ
か
国
税
収
入
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
平
成

二
年
度
の
三
分
の
二
ま
で
減
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
が
、
こ
こ
数
年
で
、
平
成
二
年
度
か
三

年
度
ご
ろ
の
水
準
に
ま
で
圧
縮
さ
れ
た
こ
と
で
、
ど
こ

の
地
方
自
治
体
も
財
源
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

え
、
補
助
対
象
建
設
事
業
の
縮
小
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
も
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
で
は
、
災
害
復
旧
や
建
設
事
業
の
縮
小
な
ど

に
よ
り
大
幅
に
減
少
す
る
も
の
の
、
減
税
補
て
ん
債

三
億
七
九
三
〇
万
円
の
借
り
換
え
の
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
体
で
一
億
七
六
八
〇
万
円（
一
三
・
五�

）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
削
減
の
財
源
対
策
措
置
と
し
て
継

続
と
な
っ
た
臨
時
財
政
対
策
債
（
赤
字
地
方
債
）
は
、

二
億
六
六
〇
〇
万
円（
三
六
・
二�

）の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

２　

歳　

出

　

今
年
度
は
、
緊
縮
予
算
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度

対
比
で
増
加
と
な
る
の
は
、
公
債
費
（
対
前
年
比
二

九
・
六�

増
、
以
下
同
じ
）、
土
木
費（
一
一
・
一�

）、

総
務
費（
四
・
六�

）の
三
科
目
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
町
民
税
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
償
還

元
金
三
億
七
九
三
〇
万
円
が
主
な
増
額
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
橋
梁
新
設
改
良
費
の
高
田
関
口
線
、

土
地
区
画
整
理
費
の
日
詰
駅
前
地
区
、
住
宅
建
設

費
の
朝
日
ヶ
丘
北
住
宅
新
築
な
ど
が
増
加
要
因
。

　

総
務
費
は
、
主
に
一
般
管
理
費
の
紫
波
地
域
農

業
管
理
セ
ン
タ
ー
特
別
負
担
金
、
企
画
費
の
ペ
レ
ッ
ト

製
造
プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
等
に
よ
り
増
加
と
な
る
も

の
で
す
。

　

減
額
の
大
き
な
も
の
は
農
林
水
産
業
費
、
教
育
費
、

衛
生
費
、
民
生
費
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
建

設
費
ま
た
は
建
設
関
連
経
費
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
え
こ
３
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
や

炭
化
施
設
の
建
設
完
了
。教
育
費
で
は
中
学
校
の
屋

内
体
育
施
設
の
建
設
完
了
。衛
生
費
で
は
ご
み
処
理

施
設
建
設
負
担
金
の
減
と
中
部
広
域
水
道
の
負
担

割
合
の
見
直
し
。民
生
費
で
は
保
育
所
建
設
の
完
了

な
ど
が
減
額
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３　

自
主
財
源
の
比
較

　

歳
入
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
に
分
類
す
る
と
、

自
主
財
源
は
、
前
年
度
比
較
で
三
億
八
八
八
四
万

九
〇
〇
〇
円（
九
・
七�

）の
増
額
で
、
四
四
億
一
八

〇
七
万
八
〇
〇
〇
円
。依
存
財
源
は
、
九
億
七
四
七

四
万
二
〇
〇
〇
円（
一
二
・
八�

）の
減
で
、
六
六
億

四
四
八
四
万
五
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
増
加
は
、
ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
の
ほ
か
、
町
税
も
微
増
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。依
存
財
源
は
、
地
方
交
付
税

を
は
じ
め
、
国
・
県
支
出
金
、
町
債
、
地
方
譲
与
税

な
ど
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増減率増減額
平成１５年度平成１６年度

種別 構成
比率予算額構成

比率予算額

９.７３８８,８４９３４.６４,０２９,２２９３９.９４,４１８,０７８自主
財源

△１２.８△９７４,７４２６５.４７,６１９,５８７６０.１６,６４４,８４５依存
財源

△５.０△５８５,８９３１００.０１１,６４８,８１６１００.０１１,０６２,９２３合計

1000

2000

3000

4000

5000
（百万円）�

元年
度�
2年
度�
3年
度�
4年
度�
5年
度�
6年
度�
7年
度�
8年
度�
9年
度�

10
年度
�

11
年度
�

12
年度
�

13
年度
�

14
年度
�

15
年度
�

16
年度
�

3,363

1,913

1,966

2,063
2,230

2,449

2,425

2,574

2,634

2,839 

2,808

2,889

2,894

2,867

2,872

2,724

2,718

3,663

4,135
4,520

4,782
4,9364,789

4,579
4,392

地方交付税（普通交付税）�
町税�

4,205

4,166

3,973
4,254

4,416

3,860

3,516

増減率増減額１５年度１６年度会　　計　　名
△ 97.7△ 889,047909,68220,635日詰西地区土地取得事業
5.6137,8992,482,9112,620,810国民健康保険事業

△ 1.3△ 43,9573,346,7283,302,771老人保健
7.7111,6331,452,2461,563,879介護保険事業

△ 72.1△ 5,7317,9462,215介護サービス事業
△ 4.4△ 57,7661,300,2671,242,501公共下水道事業
100.2607,387606,4491,213,836農業集落排水事業
0.85,316655,184660,500収益的収支

水道
事業 （2.5）（5,981）（237,417）（243,398）資本的収入

24.8109,189439,687548,876資本的支出
△ 0.2△ 25,07711,201,10011,176,023特別会計　合計
△ 5.0△ 585,89311,648,81611,062,923一般会計
△ 2.7△ 610,97022,849,91622,238,946一般・特別会計　総計

平成１６年度特別会計の状況

〔一般会計　歳入自主財源の前年度比較〕

町税と地方交付税の推移（平成１５年度は決算見込み、平成１６年度は予算）

ム

ラ

コ
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県
内
全
体
で
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
死
亡
事
故
は
昨
年

一
年
間
（
一
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一
日
）
で
十
二
件
あ
り
、

実
に
そ
の
四
分
の
一
が
紫
波
町
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

事
故
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
昨
年
の
高
齢
者
に
よ
る
死

亡
事
故
は
三
件
と
も
交
差
点
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
残
る
一

件
は
雪
道
で
の
事
故
で
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
事
故
は
、

す
べ
て
対
向
車
と
の
正
面
衝
突
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

走
り
慣
れ
た
道
や
、
車
が
少
な
い
道
で
多
く
発
生
し
て
い
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
高
齢
者
の
運
転
す
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
が

家
の
近
く
の
慣
れ
た
道
で
、
交
差
点
あ
る
い
は
対
向
車
線
に

は
み
出
し
、
出
合
い
頭
に
衝
突
す
る
事
例
が
多
く
、
さ
ら
に
死

亡
率
も
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
自
分
が

悪
く
な
い
場
合
で
も
、
交
通
事
故
で
死
傷
す
る
の
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
身
体
機
能
や
集
中
力
が
本
人
の
気
づ
か
な
い
う
ち

に
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
体
調
が
少
し
で
も
悪

い
と
き
に
は
運
転
し
な
い
な
ど
未
然
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　昨年１年間（１月１日～１２月３１日）に発生した町内の死
亡事故は４件でした。今年はすでに３件発生しており、昨年
からの事故７件の内容を見ると５件は６５歳以上の高齢者が
犠牲となっています。その５件すべてが軽トラックを運転し
ていて起こった事故でした。これから本格的な農繁期を迎え、
軽トラックの活躍する時期です。今一度、家族で交通安全に
ついて話し合い、悲惨な交通事故を起こさないように、また
遭遇しないように気を付けましょう。

異常事態　多発する
高齢者の死亡事故を考える！
異常事態　多発する
高齢者の死亡事故を考える！

県内の軽トラックによる死亡事故件数�
　　　　　　　　　　　（平成１５年）�

紫波町 3件�

盛岡市 1件�

花巻市 1件�
北上市 1件�江刺市 1件�

宮古市 1件�

軽米町 1件�

一戸町1件�
種市町 1件�
山形村 1件�

平成16年�
4ヵ月間で�

3件（高齢者2件）�

平成15年�
1年間で�

４件（高齢者３件）�

死亡事故（昨年との比較）�
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運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

  
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
適
正
相
談

　

高
齢
運
転
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
交
通
事
故
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
自
動
車
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は
、
運
転
適
正
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
運
転
能
力
、
適
正
な
ど
を
検
査
器
で
診
断
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
自
分
の
腕
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
優
良
ド

ラ
イ
バ
ー
で
い
る
た
め
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●＊
 

対　

象　

県
内
在
住
で
六
十
五
歳
以
上
の
運
転
者

●＊
 

診
断
料　

無
料

●＊
 

場　

所　

玉
山
村
大
字
下
田
字
仲
平
一
八
三

●＊
 

申　

込　

岩
手
県
自
動
車
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
試
験
係
・
講
習
係

　
　
　
　
　

�
６
８
３
―

１
２
５
１

　
　
　
　
　

※
必
ず
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

予
約
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○ 慣れた道や車が少ない道ほど�

　油断も多いので、運転するときは�

　常に緊張感を持つ�

○ シートベルトは�

　正しく着用�

○ ライトの早め点灯で自分の�

　「交通安全意識の高さ」を�

　対向車にアピール�

○ 交差点では�

　自分が優先でも�

　安全確認�

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転�

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ご
注
意�

地域のごみを一掃
第１回クリーン作戦を実施

　今年度第１回目の一斉クリーン作戦が４月１８日に

行われ、地域ごとに清掃活動が行われました。清掃

場所や内容は地域にまかされており、排水路の洗浄

をしている地域もありました。日曜日の朝でしたが、

多くの中学生や小学生も早起きをして手伝っていま

した。

プラ容器はきれいなものだけを
リサイクル！

　日詰地区で新たに始まった、容器包装類のリサイ

クル化の勉強会が行われました。これまでのところ、

資源として出された物の８割ほどはリサイクル活用

でき、分別を始めた他の町村の例に比べ大変優秀で

あるとのことでした。

　なお、汚れた容器や汚れの取れない物は燃やせる

ごみとしての回収をお願いします。汚れが

付いたままでは資源として利用できないだ

けでなく、袋が破けた時ほかの資源までも

汚し、すべて再利用できなくなる恐れがあ

ります。

環 境 ニ ュ ー ス
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花見弁当も大人気の桜まつり

　

桜
前
線
は
例
年
よ
り
早
く
北
上
し
、

城
山
御
殿
跡
の
サ
ク
ラ
も
二
十
一
日

に
は
満
開
と
な
り
ま
し
た
。
桜
ま
つ

り
期
間
中
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
夜
は

提
灯
の
明
か
り
が
花
を
幻
想
的
に
浮

か
び
上
が
ら
せ
眼
下
の
盛
岡
方
面
の

夜
景
と
と
も
に
人
々
を
立
ち
止
ま
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
は
、
花
芽
が
ウ
ソ
（
ア

ト
リ
科
の
小
鳥
）
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま

い
、
山
全
体
が
う
す
桃
色
に
覆
わ
れ
る

姿
は
最
後
ま
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
に
当
て
ら
れ
た

二
十
四
日
は
不
安
定
な
空
模
様
で
、
一

時
、
雨
や
あ
ら
れ
も
降
っ
て
き
ま
し
た

が
、
歌
謡
祭
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
民
謡

王
座
決
定
戦
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
華

や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
立
ち
並
ん
だ

屋
台
で
は
地
場
産
品
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
も
ち
つ
き
の
紫
波
ひ
め
隊
も

出
動
し
、
つ
き
た
て
の
も
ち
が
大
勢
の

皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
も
う
一
つ
の

目
玉
が
、
安
心
の
食
を
テ
ー
マ
に
、
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
試
食
を
重
ね
て
作
ら

れ
た
お
花
見
弁
当
で
す
。
用
意
し
た

百
食
は
、
新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ

話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
手
伝
い
、

販
売
開
始
か
ら
三
十
分
ほ
ど
で
完
売

し
ま
し
た
。

　

翌
二
十
五
日
夜
に
は
観
測
史
上
二

番
目
に
遅
い
積
雪
と
な
り
、
町
全
体
が

冬
景
色
に
変
わ
り
ま
し
た
。
春
の

湿
っ
た
雪
で
、
散
り
始
め
の
サ
ク
ラ
の

木
数
本
が
幹
か
ら
折
れ
る
な
ど
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

４
　　 １８

５
　　 ５～
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先
月
号
か
ら
介
護
保
険
室
が
ご
紹
介
し
て
い
る
の

が
「
介
護
保
険
」
を
利
用
し
な
が
ら
元
気
を
取
り
戻
し

て
い
る
人
た
ち
で
す
。

　

今
回
は
、
介
護
保
険
を
利
用
し
要
介
護
４
か
ら
要
介

護
１
に
改
善
し
た
佐
藤
権
次
郎
さ
ん
（
九
十
二
歳
）
で

す
。

　

奥
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
の
佐
藤
さ
ん
は
、
四
年
前
に

呼
吸
器
系
の
疾
患
で
入
院
治
療
後
一
時
寝
た
き
り
と

な
り
ま
し
た
。
退
院
と
同
時
に
介
護
保
険
を
申
請
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
う
ち
に

徐
々
に
回
復
し
、
今
で
は
畑
を
歩
く
ま
で
元
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。

大
好
き
な
ひ
ょ
う
た
ん
づ
く
り
を
再
開
す
る
た
め
に

　

奥
さ
ん
の
ウ
メ
ノ
さ
ん
は
「
入
院
し
た
時
は
難
儀
し
た
ど
も
、
こ
ん

な
に
元
気
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。『
権
次
郎
じ
い
さ
ん
の
く

ら
い
元
気
に
な
っ
た
人
は
な
い
』
と
皆
さ
ん
に
言
わ
れ
て
ま
す
。毎
日
な

ん
た
っ
て
外
さ
出
て
畑
歩
っ
て
る
し
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
も
楽
し
み
に
し
て

る
も
の
。皆
さ
ん
の
世
話
に
な
っ
て
ま
し
た
」
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

四
月
な
か
ば
の
春
う
ら
ら
か
な
日
、
な
べ
に
入
れ
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の

種
を
ハ
ウ
ス
の
片
隅
で
ま
い
て
い
る
佐
藤
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。芽

が
出
た
ら
ハ
ウ
ス
の
鉄
柱
に
這
わ
せ
て
今
年
も
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
に
挑

戦
し
ま
す
。病
床
に
伏
し
て
い
る
と
き
も
時
折
畑
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

育
て
て
い
た
花
や
野
菜
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
の
家
の
軒
下
に
は
、「
ひ
ょ
う
た
ん
」が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
作
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。ご
近
所
に
も
評
判
で
あ
げ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。退
院
後
か
ら
作
り
続
け
て
い
る
「
ひ
ょ
う
た
ん
」

に
は
、
金
銀
の
色
が
塗
ら
れ
ひ
と
き
わ
目
を
引
き
ま
す
。

　

ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
    　

紫
波
町
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
介
護
支
援
専
門
員　

野
村
直
子

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
十
二
年
五
月
の
退
院
と
同
時
に
介
護

保
険
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

週
二
回
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
・
週
一
回
の
訪
問
看
護（
看
護
と

リ
ハ
ビ
リ
）・
月
一
回
の
居
宅
療
養
管
理
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
週
三
〜
四
回
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
が
佐
藤
さ
ん
宅
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
さ
ん
と
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
か
ら
は

「
元
気
の
源
は
、
何
か
楽
し
み
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
す

こ
と
」な
の
で
は
な
い
か
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

～体験談紹介～�

担当　介護保険室�６７２-４５２２

【
介
護
保
険
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
は
…

　

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
食
事
・
入

浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
、
心
身
機
能
の
維
持

向
上
を
図
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
町
内
に
は
５
ヵ

所
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
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問合せ�
　紫波町（代表）672-2111

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/

日
詰
地
区　
　

人
２８

地　

区

総　

括

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

　
　

区

１０
　
　

区

１１
　
　

区

１２
　
　

区

１３
　
　

区

１４
　
　

区

１５
　
　

区

１６
　
　

区

１７
　
　

区

１８
　
　

区

１９

氏　

名

瀬
川　

智
子

田
村　

昌
子

佐
藤　

ツ
ヨ

渡
辺　

久
子

稲
田　

初
代

阿
部　

ふ
み

平
井　

理
子

村
谷　

仲

畠
山　

幸
子

小
原
キ
ヨ
子

高
橋
由
美
子

高
橋　

絹
子

朝
日
田
フ
ヨ

斉
藤　

淑
子

佐
藤　

マ
サ

小
峰　

清
子

上
野
ま
さ
子

鷹
木　

邦
子

成
海　

賛
子

下
川　

キ
ヌ

佐
々
木
チ
ワ
子

稲
垣
千
代
子

高
田
奈
保
子

菊
池
美
保
子

川
原　

艶
子

阿
部
祐
美
子

今　

ゆ
か
り

佐
々
木
洋
子

志
和
地
区　
　

人
２３

地　

区

委
員
長

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

　
　

区

１０
　
　

区

１１
　
　

区

１２
　
　

区

１３
　
　

区

１４
　
　

区

１５
　
　

区

１６
　
　

区

１７
　
　

区

１８
　
　

区

１９
　
　

区

２０
　
　

区

２１

氏　

名

吉
田　

百
子

小
田
中
洋
子

鷹
觜　

ミ
ツ

咲
山　

和
代

小
田
島
京
子

柳
澤　

君
子

浅
沼
キ
ミ
子

細
川　

怜
子

近
藤　

文
子

高
橋　

玲
子

鷹
觜　

和
江

阿
部　

静
子

若
狭　

ト
ミ

沼
川
ツ
エ
子

藤
尾　

孝
子

佐
藤
ハ
ル
子

熊
谷　

吉
子

高
橋　

善
子

鷹
觜　

ス
ミ

松
川　

房
子

高
橋
い
ね
子

中
田　

洋
子

鷹
觜　

良
子

彦
部
地
区　
　

人
１２

地　

区

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

　
　

区

１０佐
比
内
地
区　
　

人
１０

地　

区

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

氏　

名

内
村　

洋
子

佐
藤　

昭
子

佐
藤　

和
子

八
重
畑
富
久
子

山
谷　

梅
子

野
村　

葉
子

吉
田　

良
子

工
藤
ミ
サ
ヲ

佐
々
木
秀
子

阿
部　

智
子

佐
々
木
喜
代
子

阿
部
八
重
子

氏　

名

中
田　

光
子

阿
部　

純
子

藤
井
と
き
子

中
田　

敬
子

曲
木
ケ
ソ
ノ

石
杜　

立
子

川
村
ウ
メ
子

佐
々
木
芳
子

藤
原
セ
イ
子

福
山　

幾
子

　

各
地
区
の
保
健
推
進
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
保
健
推
進
員
は
、

各
種
検
診
や
健
康
相
談
の
連
絡
、
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
相
手
に

な
り
、
保
健
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
皆
さ
ん
と
町
の
連

絡
調
整
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
保
健
推
進
員
と
し
て
知
り
得
た
個

人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
健
推
進
員
に
関
す
る
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
�
６
７
２
―
４
５
２
２

保
健
推
進
員
の

皆
さ
ん
を
紹
介

赤
沢
地
区　
　

人
１０

地　

区

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区
長
岡
地
区　
　

人
１２

地　

区

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

　
　

区

１０
　
　

区

１１

氏　

名

梅
沢　

葉
子

藤
原　

光
子

日
向　

優
子

藤
原　

栄
子

工
藤　

恵
子

内
村　

恭
子

伊
藤　

俊
子

古
沢　

愛
子

半
田
百
合
子

吉
岡
テ
フ
子

氏　

名

沢
田　

和
枝

大
久
保
ヤ
ス

北
田　

昭
子

横
沢
も
と
子

沢
田　

昌
子

半
田　

富
子

森
川　

節
子

上
和
野
キ
ミ

工
藤　

祐
子

細
川　

民
子

野
原　

光
子

阿
部　

洋
子

赤
石
地
区　
　

人
２７

地　

区

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

　
　

区

１０
　
　

区

１１
　
　

区

１２
　
　

区

１３
　
　

区

１４
　
　

区

１５
　
　

区

１６
　
　

区

１７
　
　

区

１８
　
　

区

１９
　
　

区

２０

氏　

名

箱
崎　

定
子

藤
尾　

純
子

宝
木　

幸
子

大
沼
チ
ヨ
ノ

春
本　

雅
子

太
田　

セ
ツ

大
沼　

静
枝

佐
々
木
常
子

佐
藤　

朋
子

長
谷
川
代
枝

川
守
田
万
里
子

金
濱　

律
子

坂
本　

博
子

佐
藤　

法
子

松
田　

浩
子

高
橋　

静
子

細
川　

悌
子

工
藤　

ヤ
エ

高
橋
ミ
サ
子

大
沼　

京
子

高
橋　

育
子

滝
浦
つ
き
子

菅
原　

ヒ
デ

岩
清
水
啓
子

沼
田　

英
子

長
谷
川
四
子

吉
田　

美
代

古
館
地
区　
　

人
３４

地　

区

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

　
　

区

１０
　
　

区

１１
　
　

区

１２
　
　

区

１３
　
　

区

１４
　
　

区

１５
　
　

区

１６
　
　

区

１７
　
　

区

１８
　
　

区

１９

氏　

名

小
野
寺
京
子

菊
池
ユ
ウ
子

常
石
久
美
子

戸
塚　

節
子

坂
下　

恵
美

前
川
喜
久
子

田
川　

厚
子

藤
田
利
津
子

佐
々
木
宮
子

佐
藤　

淳
子

古
舘
美
喜
子

吉
田　

佐
知

細
川
ま
さ
子

藤
本　

要
子

菊
池
富
美
子

臼
井
ア
ヤ
子

中
田　

進

渋
谷　

洋
子

畠
山　

睦
子

嶋
津
日
出
子

菅
原　

明
美

高
清
水
純
子

藤
倉　

育
子

沼
田　

栄
子

半
田
恵
津
子

晴
山　

弘
子

三
浦　

ス
エ

菊
池
登
和
子

府
金
久
美
子

佐
藤　

優
子

岩
間　

悦
子

小
原　

徳
子

遠
藤　

誠

玉
川
や
す
江

水
分
地
区　
　

人
１４

地　

区

委
員
長

１　

区

２　

区

３　

区

４　

区

５　

区

６　

区

７　

区

８　

区

９　

区

　
　

区

１０
　
　

区

１１
　
　

区

１２
　
　

区

１３

氏　

名

坂
本　

律
子

武
田
ア
ツ
子

鷹
木　

玲
子

鱒
沢
万
紀
子

生
内　

す
み

須
川
久
美
子

笹
原　

淳
子

谷
地　

文
子

谷
地
イ
セ
子

藤
原　

綾
子

滝
花　

テ
ル

菊
池　

ヤ
エ

菊
池　

妙

菅
原　

美
子
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問合せ�
　紫波町（代表）672-2111

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/

ホームヘルパー２級養成講座

　日本労働者協同組合連合会の養成

講座です。講座を受講すると県指定の

訪問介護員２級認証と（障害者ヘル

パー）２級認定を同時に取得できます。

●＊ 期間　７月４日（土）～１０月２３日

（土）の指定された日

●＊ 場所　盛岡市西部公民館

●＊ 募集　４０人〈６月２５日（金）まで、

先着順〉

●＊ 受講料　７万５,０００円（テキスト代

込み、分割払い可）

●＊ 問合せ　日本労働者協同組合連合

会センター事業団盛岡事業所�６５３-

３４６５

ホームヘルパー１級課程

　（財）介護労働安定センター岩手支

部が実施する研修です。２級課程修

了者が対象です。

●＊ 期間　平成１６年７月１４日（水）～

平成１７年１月１３日（木）の指定され

た日

●＊ 場所　いわて国保会館、岩手県赤

十字会館

●＊ 募集　３０人〈５月３１日（月）まで〉

●＊ 受講料　１４万１,１７０円（受講料、テ

キスト代、保険料込み）

●＊ 問合せ　（財）介護労働安定セン

ター岩手支部�６５２-９０３６

ホームヘルパー
養成の研修＆講座

　町では、獣医師による犬の健康相

談や散歩の上手な方法、さらに飼主

の仲間づくりができる参加自由・無料

の「犬の飼い方＆マナーアップ教室」

を開催します。会場周辺の清掃も行い

ますので、昼食のほか、清掃用具（火

ばし）も忘れずにご持参ください。

●＊ 開催日　５月２３日（日）、午前９時

３０分受付開始、午後２時３０分終了予

定

●＊ 場所　高文紫波自動車学校（高水

寺古屋敷５４-１）

●＊ 問合せ　環境課生活環境室（平次

会館）�６７２-２１１１　内線５５３１

犬の飼い方＆
マナーアップ教室

　総務省と経済産業省では、６月１

日に事業所・企業統計調査、商業統

計調査およびサービス業基本調査を

行います。標記調査を１枚の調査票で

同時に行います。調査の対象は全国す

べての民営の事業所です。この調査は、

統計法に基づいて実施される国の重

要な調査です。５月下旬から調査員

が各事業所に伺いますので、ご協力

をお願いします。

●＊ 問合せ　総務課総務文書室�６７２-

２１１１　内線３１２３

事業所の皆さんへ
調査協力のお願い

規制値規制内容

７０％建　ぺ　い　率

（１）２００％〈（２）の区域を除く〉
容　積　率 （２）４００％（花巻市湯本の一部、台の一部、台

山国有林の一部で特に指定する区域）

こう配１.５道　路　斜　線

高さ３１mからこう配２.５隣　地　斜　線

容積率２００％の区域対象区域

日影
規制

高さ１０mを超える建築物対象建築物

４m測定面の高さ

隣地境界から１０m以内は５時間以上生じさせてはな
らない日影時間 隣地境界から１０mを超える範囲は３時間以上

白地地域における建築物の制限について

　平成１２年度の建築基準法の改正により、都市計画区域内の用途地域が定め

られていない地域（以下白地地域）における建築形態（建築物の容積率、建ぺい

率など）規制を特定行政庁である岩手県や盛岡市が指定することになりました。各

市町村で適用する数値基準が、平成１６年５月１７日から以下に示すとおり新た

な基準が適用されます。白地地域内で新築・増改築などで建築確認申請を行う

場合には事前にご確認ください。

●＊ 白地地域における建築規制の数値基準〈５月１７日（月）施行〉

第１次試験試験名
６月２７日（日）上級試験
９月２６日（日）中級・初級試験
７月１１日（日）警察官A試験
９月２６日（日）警察官B試験

平成１６年度岩手県職員・警察官採用試験のお知らせ

　６年目を迎えるサークル「おはな

しの森」の移動文庫・おはなし会が

今年も各地区で行われます。次回は

次の日程で、パネルシアター、本の

貸し出し、作って遊ぼうなどを予定

しています。どなたでもお気軽にい

らしてください。

●＊ 日時　５月２９日（土）、午前１０時

～正午

●＊ 場所　赤沢公民館

●＊ 問合せ　おはなしの森代表　菅原

和子さん�６７３-６２９１

サークル「おはなし
の森」の活動案内

●＊ 問合せ　盛岡地方振興局土木部建築指導課�６２９-６６５０／

紫波町地域整備課�６７２-２１１１　内線５１２２

　平成１７年４月１日採用予定の上記の

試験について表の日程で実施します。詳し

くは担当事務局までお問い合わせください。

●＊ 問合せ　岩手県人事委員会事務局

�６２９-６２４１
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わ
ネ
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紫
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担
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政
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経
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印
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株
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会
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町
の
学
校
給
食
は
昭
和
七
年
ご
ろ

か
ら
欠
食
児
童
に
対
し
て
行
わ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
本
格
的
な
実
施

は
学
校
給
食
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和

二
十
九
年
に
佐
比
内
小
学
校
で
開
始

さ
れ
、
そ
の
後
各
学
校
独
自
の
施
設

で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

彦
部
小
学
校
で
は
昭
和
三
十
八
年

に
十
七
坪
の
調
理
室
が
で
き
あ
が
り
、

栄
養
士
の
ほ
か
三
人
の
お
母
さ
ん
が

交
替
で
調
理
し
て
い
ま
し
た
。
給
食

の
評
判
は
大
変
良
く
、
お
弁
当
の
心

配
が
な
く
て
助
か
る
と
喜
ば
れ
た
そ

う
で
す
。

　

現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
四
十
八
年
四
月
か
ら
給
食
を
開
始

し
ま
し
た
。
今
日
も
栄
養
士
、
調
理

師
ほ
か
二
十
人
態
勢
で
一
日
三
千
七

百
食
を
各
学
校
に
配
給
し
て
い
ま
す
。

住
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
町
の
学

校
給
食
は
満
足
度
で
上
位
に
ラ
ン
ク

し
て
い
ま
す
が
、
安
心
な
食
材
を
使

い
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
県
内
で
も
評
判
に
な
っ
て

い
ま
す
。

アルバムにはられたあの日の紫波町

スローな昔の生活をのぞき、

心をいやしてください。

学
校
給
食

昭
和
三
十
八
年
・
四
十
八
年

広
報
し
わ
掲
載
写
真

例
年
、
春
と
秋
に
工
房
前
で
陶
器
青
空
市
と
、
や
き
も
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。紫
波
中

央
駅
に
オ
ー
プ
ン
す
る
紫
あ
波
せ
本
舗
に
も
湯
飲
み
、
ぐ
い
飲
み
、
茶
碗
な
ど
を
出
品
す
る
予
定
で
す
。

今回の作品
茜焼き
「抹茶碗」

作者
藤尾良一さん
　　　　　（星山）

　

土
の
素
朴
さ
と
温
か
さ
が
持
ち
味
の「
茜
焼
き
」。町
内
で
と
れ
る

粗
い
粘
土
で
手
に
な
じ
む
陶
器
が
工
房
に
並
ん
で
い
ま
す
。一
つ
の

抹
茶
碗
に
魅
せ
ら
れ
三
十
歳
の
と
き
に
紫
波
焼
き
の
大
沼
巌
さ
ん

の
門
を
叩
き
、
平
成
元
年
に
独
立
。夕
陽
が
沈
む
こ
ろ
、
赤
く
染
ま

る
ふ
る
さ
と
の
山
々
と
、
あ
か
ね
空
の
美
し
さ
の
感
動
か
ら
大
沼
先

生
が「
茜
焼
き
」と
命
名
し
ま
し
た
。

彦部小学校給食開始当時の様子
昭和５０年代の給食センター


